
2023.6-2024.6

日本公認会計士協会準会員会 広報誌  COMMUNICATION MAGAZINE



2

J I J A J O U R N A Lとは
準会員会の活動報告、情報発信のた
めのコミュニケーションマガジン。
準会員会では、掲載したもの以外にも
様々な活動を行っています。
詳しくは、ウェブサイトをご覧ください。

https://www.jija.jicpa.or.jp

日本公認会計士協会準会員会とは
　日本公認会計士協会準会員会とは、会計士補と公認会計士 
試験合格者（以下、併せて準会員）の6,801人（2024年 
10月30日現在）で構成される、オフィシャルな若手組織です。 
準会員会は、北海道分会、東北分会、東京分会、東海分会、
近畿分会、中国分会、四国分会、北部九州分会という8つの 
地方分会から成ります。各分会の幹事は、準会員の資質の 
向上、準会員相互の交流および業界の発展に寄与することを
目的として、主に以下のような活動を行っています。

l
講演会・勉強会や
交流会などの準会
員向けイベントの企
画・開催

4
著名人や様々な分
野で活躍されてい
る先輩方へのイン
タビュー

2
就活セミナーなどの
公認会計士試験合
格者向けイベントの
企画・開催

5
海外の法人視察や
海 外で開催される
研究大会への参加、

「Global Journal」
発行などの国際活動

3
主に高校生に向け
て公認会計士を紹
介する「そうだ、母
校に帰ろう！」企画・
開催

6
活動報告を目的とし
た「JIJA Journal」
の発行をはじめとし
た広報活動

2023年度活動報告
2023年6月 ～ 2024年6月

　2023年度に開催した活動の紹介は、当冊子の活動報告の
ページをご覧ください。
　その他、過年度に実施したインタビュー記事や活動報告、
今後開催予定のイベント等、準会員会の活動に関する様々な
情報を準会員会HP（https://www.jija.jicpa.or.jp）に掲載
しております。「準会員会」で検索ください。
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準会員会の組織について

幹事活動を通じてできること
● 個人では困難な企画を実現できること

 準会員会の幹事は、組織として活動できることから、大きなイベントを企画することや、個人では接することが難しい
相手へのインタビューなどができます。また、そうした企画を実現することは、大きな経験にもなります。

● 地域や年次を超えたネットワークができること
 幹事活動を通して、他の地域分会の準会員と交流したり、協会役員や各地域会の方々と交流する機会があります。 

こうした所属の壁を超えた交流という経験は、日々の業務に携わるだけでは得られない貴重なものにもなり得ます。

これから準会員になる方も、本業だけでは物足りなさを感じている
準会員の方も、よろしければ一緒に幹事活動をやってみませんか。
ご興味のある方は準会員会 HPのお問い合わせフォーム、または
お近くの幹事へお問い合わせください。

HPへのアクセスは
https://www.jija.jicpa.or.jpから、
もしくは「準会員会」で検索を！

幹事募集のお知らせ 日本公認会計士協会準会員会では、一緒に活動する仲間を募集しています。
皆で会計士業界を盛り上げていきましょう！

日本公認会計士協会

執行部
代表幹事  広報委員長  財務委員長  国際委員長

全国幹事会
執行部  全国地方分会長  財務担当

準会員会

各地方部会常任委員会

北海道分会

東北分会

東京分会

東海分会

近畿分会

中国分会

四国分会

北部九州分会

財務委員会

広報委員会

国際委員会
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北
海
道
分
会

●　
　
　
●　
　
　
●

　
2
0
2
3
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
も
随
分
と
落
ち
着
き
、
イ
ベ
ン
ト
に

関
し
ま
し
て
は
以
前
の
よ
う
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
2
0
2
3
年
７
月
に
コ
ロ
ナ
禍
以

前
か
ら
の
恒
例
行
事
で
あ
っ
た
協
会
と
の
合
同
開

催
の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
幅
広
い

年
代
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
会
員
·
準
会

員
の
垣
根
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
2
3
年
10
月

に
名
古
屋
に
て
、
2
0
2
4
年
2
月
に
大
阪
に

て
開
催
さ
れ
た
全
国
幹
事
会
に
も
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
北
海
道
分
会
か
ら
の
現
地

参
加
は
数
年
ぶ
り
で
あ
り
場
に
な
じ
め
る
か
と
不

安
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
他
の
分
会
の
皆
さ
ま
が

暖
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
後
の
交
流
に
も

つ
な
が
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
こ

と
を
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

　
そ
し
て
北
海
道
分
会
に
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
迎

え
、
2
0
2
4
年
１
月
に
歓
迎
の
意
を
込
め
て

新
年
会
を
行
い
ま
し
た
。
J
1
に
と
っ
て
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
J
2
、
J
3
に
お
い
て
も
、
業
務

上
で
は
交
流
を
持
て
な
い
メ
ン
バ
ー
と
親
睦
を
深

め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
同
月
に
は
、
毎

年
近
畿
分
会
に
開
催
い
た
だ
い
て
い
る
エ
ク
セ
ル

セ
ミ
ナ
ー
に
、
北
海
道
分
会
と
し
ま
し
て
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で
い
た
だ
き
、
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
実
務
を
行
う
上
で
エ
ク
セ
ル
の

知
識
は
必
須
で
あ
り
、
活
用
方
法
を
知
っ
て
い
る

に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
大
変
有
意

義
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
2
0
2
4
年
度
も
交
流
の
輪
を
広
げ
る
べ
く
、

当
分
会
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
た
ら
良
い
な

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
北
海
道
分
会

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
北
分
会

●　
　
　
●　
　
　
●

　
2
0
2
4
年
度
東
北
分
会
は
、
監
査
法
人
所

属
の
1
、
2
年
目
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
で
、

昨
年
度
の
14
名
を
上
回
る
18
名
で
活
動
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
内
容
は
以
下
の
通
り

で
す
。

·	

2
0
2
4
年
１
月
27
日（
土
）「
公
認
会
計
士

制
度
説
明
会
·
交
流
会
」

·	

2
0
2
4
年
６
月
19
日（
水
）「
仙
台
大
原
簿

記
情
報
公
務
員
専
門
学
校
·
公
認
会
計
士

制
度
説
明
会
」

2024

1/27

公
認
会
計
士
制
度
説
明
会
·
 

交
流
会

　
2
0
2
4
年
１
月
27
日（
土
）に
公
認
会
計
士

短
答
式
試
験
受
験
生
を
対
象
に
、「
公
認
会
計
士

制
度
説
明
会
·
交
流
会
」を
日
本
公
認
会
計
士

協
会
東
北
会
と
共
催
で
4
年
ぶ
り
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
歓
談
の
時
間
で
は
、
立
食
形
式
で
の
食
事
を
楽

し
み
な
が
ら
受
験
生
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

受
験
生
か
ら
は
、
実
際
の
監
査
現
場
で
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
す
る
の
か
、
受
験
勉
強
の
方
法
な
ど

に
つ
い
て
の
質
問
を
受
け
、
各
々
が
興
味
の
あ
る

各
分
会
の
活
動
報
告
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こ
と
に
つ
い
て
質
問
で
き
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

準
会
員
と
受
験
生
の
交
流
だ
け
で
な
く
、
受

験
生
同
士
で
の
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、

情
報
共
有
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
の
方
か
ら
は
、「
実
際
の
監
査
現
場
の
イ
メ
ー

ジ
が
つ
い
た
」「
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」な
ど
の

好
意
的
な
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2024

6/19

仙
台
大
原
簿
記
情
報
公
務
員

専
門
学
校
·
 

公
認
会
計
士
制
度
説
明
会

　
2
0
2
4
年
６
月
19
日（
水
）に
仙
台
大
原
簿

記
情
報
公
務
員
専
門
学
校
で
短
答
式
試
験
や
日

商
簿
記
１
級
の
合
格
を
目
標
に
し
て
い
る
学
生

約
1
0
0
名
を
対
象
に
公
認
会
計
士
制
度
説
明

会
を
行
い
ま
し
た
。
公
認
会
計
士
の
業
務
内
容

に
関
す
る
説
明
を
し
、
公
認
会
計
士
が
社
会
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
原
卒
業
生
に

よ
る
説
明
で
は
、
公
認
会
計
士
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
か
ら
監
査
法
人
で
の
実
務
に
関
す
る
お
話

を
し
ま
し
た
。
仙
台
大
原
の
学
生
を
対
象
と
し

た
説
明
会
は
初
め
て
の
開
催
で
し
た
が
、
学
生
に

と
っ
て
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

準
会
員
会
東
北
分
会
は
さ
ら
に
活
動
を
活
発

な
も
の
と
し

て
、
東
北
地

域
の
公
認
会

計
士
試
験
受

験
者
数
·
合

格
者
数
の
増

加
、
ひ
い
て
は

公
認
会
計
士

業
界
の
発
展

に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と

考
え
て
お
り

ま
す
。

東
京
分
会

●　
　
　
●　
　
　
●

2023

9/24

監
査
歴
33
年
の
元
B
I
G
4

　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
が
語
る

こ
こ
で
し
か
聴
け
な
い

　
　
　
会
計
監
査
の
魅
力

　
2
0
2
3
年
９
月
24
日（
日
）に
、C
P
A
S
S 

L
O
U
N
G
E
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
準
会
員
の
多
く
が
キ
ャ
リ
ア

に
対
し
て
抱
え
る「
自
分
に
向
い
て
い
る
こ
と
」や

「
資
格
を
ど
う
活
か
す
べ
き
か
」と
い
っ
た
悩
み

に
応
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
計
画
い
た
し
ま

し
た
。

　
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
肢
が
広
い
た
め
に
迷
い
を
感

じ
る
準
会
員
も
多
く
、
そ
ん
な
悩
み
を
解
消
す
る

た
め
に
、
元
大
手
監
査
法
人
パ
ー
ト
ナ
ー
で
30
年

以
上
の
監
査
の
ご
経
験
が
あ
り
現
在
は
様
々
な

媒
体
で
会
計
監
査
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
る
玉
井

照
久
様（
通
称
：
て
り
た
ま
先
生
）を
講
師
に
招

き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
監
査
法
人
に
勤
務
す
る
準
会
員
を

中
心
に
約
40
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
て
り

た
ま
先
生
は
、
長
年
の
監
査
経
験
に
基
づ
く
具

体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
じ
て
、
会
計
監
査
の
魅

力
や
意
義
に
つ
い
て
熱
く
語
り
、
参
加
者
た
ち
の

監
査
に
対
す
る
考
え
方
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
変
え
る

内
容
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
質
疑
応
答
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
特
に
キ
ャ

リ
ア
に
関
す
る
悩
み
や
疑
問
に
対
し
、
て
り
た
ま

先
生
が
丁
寧
に
回
答
す
る
場
面
が
目
立
ち
ま
し

た
。
多
く
の
参
加
者
が
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い

て
新
た
な
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
延
期
を
経
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
結
果
的
に
非
常
に
盛
況
と
な
り
、
参
加
者
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
高
い
満
足
度
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

準
会
員
会
で
は
今
後
も
、
準
会
員
が
自
ら
の

キ
ャ
リ
ア
の
可
能
性
を
広
げ
、
よ
り
良
い
選
択
を

で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
引
き
続
き
企
画
・
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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公
認
会
計
士 

×

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

会
計
士
は
社
会
課
題
の
解
決
に

ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か

　
2
0
2
3
年
10
月
１
日（
日
）に
C
P
A
S
S 

ラ
ウ
ン
ジ
及
び
リ
モ
ー
ト
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
、

E
S
G
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、
非
財
務
情
報

…
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
注
目
さ
れ
る
中
、

キ
ャ
リ
ア
と
し
て
社
会
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
リ
ア
」を
歩
む
会
計
士
が
増

え
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
準
会
員
の
将
来
の
選

択
肢
を
広
げ
る
た
め
、
公
認
会
計
士
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
リ
ア
の
勉
強
会
と
し
て
企
画
い
た
し
ま
し

た
。
講
師
に
は
、
社
会
課
題
に
挑
む
公
認
会
計

士
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
を
目
指
す
N
P
O

法
人
A
c
c
o
u
n
t
a
b
i
l
i
t
y 

f
o
r 

C
h
a
n
g
e
様
よ
り
、
池
山
允
浩
様
、
工
藤
裕

希
様
、
新
田
く
る
み
様
の
公
認
会
計
士
の
御
三

方
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
リ
ア
の
歩

み
方
」「
社
会
課
題
の
解
決
を
本
業
と
す
る
先
輩

公
認
会
計
士
の
ご
紹
介
」「
若
手
公
認
会
計
士
が

行
う
プ
ロ
ボ
ノ
の
体
験
談
」等
豊
富
な
コ
ン
テ
ン

ツ
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
リ
ア
の
歩
み
方
」で
は
、ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
働
き
方
を
初
め
て
耳
に

す
る
参
加
者
に
向
け
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
リ
ア

の
概
要
か
ら
、
具
体
的
な
関
与
の
仕
方
を
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
社
会
貢
献
を
本

業
と
す
る
先
輩
公
認
会
計
士
の
ご
紹
介
」で
は
、

公
認
会
計
士
と
し
て
の
専
門
知
識
を
活
か
し
て

社
会
課
題
の
解
決
に
本
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て

い
る
先
輩
方
の
キ
ャ
リ
ア
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
若
手
公
認
会
計
士
が
行
う
プ

ロ
ボ
ノ
の
体
験
談
」は
、
講
師
の
方
よ
り
ご
自
身

が
実
際
に
参
加
さ
れ
た
プ
ロ
ボ
ノ
活
動
の
体
験

談
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
学
ん
だ
教
訓
を

ご
共
有
い
た
だ
く
こ
と
で
、
会
計
の
専
門
性
を
生

か
し
た
社
会
貢
献
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
公
認
会
計
士
の
ス
キ
ル

や
経
験
を
生
か
し
た
社
会
貢
献
の
方
法
や
キ
ャ
リ

ア
の
選
択
肢
を
直
接
伺
う
こ
と
が
で
き
、
準
会
員

の
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
肢
を
広
げ
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

参
加
者
の
皆
様
か
ら「
公
認
会
計
士
の
新
た
な
働

き
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
先
輩
公
認
会
計

士
の
皆
様
の
具
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
を
学
ぶ
こ
と
で

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
選
択
肢
が
広
が
っ
た
」な
ど
ポ
ジ

ティ
ブ
な
意
見
を
頂
く
こ
と
が
で
き
、
イ
ベ
ン
ト
の

高
い
満
足
度
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

準
会
員
会
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
会
員
・
準

会
員
の
皆
様
の
将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
る
き
っ
か

け
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

2023

12/2

実
務
補
習
に
対
す
る
生
の

御
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
2
0
2
3
年
12
月
２
日（
土
）に
会
計
教
育
研

修
機
構（
以
下
、
機
構
）主
催
で「
実
務
補
習
に

対
す
る
生
の
御
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。」

を
実
施
し
ま
し
た
。
日
本
公
認
会
計
士
協
会
東

京
会
青
年
部（
以
下
、
青
年
部
）日
本
公
認
会
計

士
協
会
準
会
員
会（
以
下
、
準
会
員
会
）は
共
催

で
本
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
を
採
用
し
ま
し
た
。
ご
登
壇
を
い
た

だ
い
た
手
塚
様
、
鶴
田
様
、
菅
様
、
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
実
施
に
際
し
て
ご
協
力
を
頂
い
た
日
本

公
認
会
計
士
協
会（
以
下
、
協
会
）、
機
構
、
青

年
部
の
皆
様
に
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
企
画
に
至
っ
た
経
緯
は
、
機
構
の
理
事
長
を
務

め
ら
れ
て
い
る
手
塚
様
は
修
了
考
査
の
合
格
率

が
低
下
し
た
時
期
を
契
機
に
、
現
行
の
補
習
所

の
あ
り
方
に
つ
い
て
今
後
の
改
善
点
を
模
索
し
た

い
と
仰
っ
て
い
た
一
方
で
、
我
々
準
会
員
と
し
て

は
補
習
所
に
通
っ
て
い
る
間
、
特
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
70
％
近
く
を
受
講
す
る
Ｊ
1
で
は
修
了
考
査

を
強
く
意
識
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

　
機
構
も
補
習
所
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
に
留
ま
ら
な

い
補
習
生
の
意
見
を
把
握
し
た
い
と
の
ニ
ー
ズ
を

抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
準
会
員
会
か
ら
は
、

会
員
や
準
会
員
に
対
し
て
忌
憚
な
い
意
見
を
集

め
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
の
趣
旨
か
ら
、
補
習
所
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
の
把
握
や
改
革
は
業
界
全
体
に
関
わ
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
機
構
を
主
催
と
し
て
、
会
員

と
準
会
員
の
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
や
募
集
、
運
営
補

助
と
し
て
青
年
部
と
準
会
員
会
が
共
催
で
携
わ

り
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
補
習
所
に
過
去
に
通
わ
れ
て

い
た
会
員
の
経
験
や
現
在
補
習
所
に
通
っ
て
い
る

準
会
員
の
経
験
に
基
づ
い
た
建
設
的
な
意
見
が

届
け
ら
れ
ま
し
た
。
手
塚
様
は
意
見
に
対
す
る

返
答
や
現
場
の
課
題
を
参
加
者
に
伝
達
し
、
ま

た
未
了
の
意
見
に
つ
い
て
は
今
後
対
応
を
進
め
る

姿
勢
を
示
し
、
終
始
納
得
感
を
持
っ
た
や
り
取
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
今
後
ど
の
よ
う
な
改
善
を
実
施

し
た
の
か
と
い
う
報
告
や
さ
ら
に
新
し
い
意
見
を

提
供
す
る
形
で
継
続
し
て
行
う
こ
と
で
意
味
を
成

す
も
の
で
す
。

　
2
0
2
4
年
に
は「
講
義
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
」、「
実
務
補
習
に
関
す
る
Ｆ
Ａ
Ｑ
」、「
実
務

補
習
復
習
用ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座（
2
0
2
3
年

期
）」の
開
設
な
ど
、
機
構
は
新
た
な
取
り
組
み

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
実
務
補
習
所
も
改
革

途
上
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

の
契
機
と
な
る
一
助
を
担
え
た
の
で
あ
れ
ば
当
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

協
会
や
機
構
と
準
会
員
で
意
見
を
活
発
に
交

わ
す
こ
と
で
新
た
な
取
り
組
み
に
繋
げ
ら
れ
、
ひ

い
て
は
業
界
の
発
展
に
繋
が
る
よ
う
な
好
循
環
を

準
会
員
会
か

ら
も
築
き
上

げ
て
い
く
所

存
で
す
。
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6/16

ス
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー

　
2
0
2
4
年
６
月
16
日（
日
）に
、一
般
社
団

法
人
日
本
ス
ー
ツ
大
学
代
表
理
事
で
あ
る
中
村

武
雄
様
を
お
招
き
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
に

つ
い
て
基
礎
か
ら
最
新
の
知
識
ま
で
を
ご
紹
介
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
人
は
見
た
目
が
９
割
」と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
知
ら
な
い
う
ち
に
ス
ー
ツ
の
着
こ
な
し
方
で

他
者
か
ら
の
評
価
や
印
象
に
差
を
つ
け
ら
れ
て
い

る
準
会
員
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
正
し
い
服

装
や
着
こ
な
し
方
、正
確
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と
で
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や
上
司
、
同
期
や
後
輩
に
も
一
目

置
か
れ
る
存
在
と
な
り
、
頼
り
に
な
る
公
認
会

計
士
と
い
う
印
象
を
与
え
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
そ

の
た
め
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
ス
ー
ツ
の

正
し
い
着
こ
な
し
を
学
び
、
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
手
助
け
に
な
れ
ば
と
、
東
京
分

会
で
は
2
0
1
7
年
度
か
ら
毎
年「
ス
ー
ツ
セ
ミ

ナ
ー
」を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
中
村
様
が
推
薦
す
る
ス
ー
ツ

や
シ
ャ
ツ
、
小
物
、
革
靴
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
つ

い
て
の
講
義
や
、
女
性
の
オ
フ
ィ
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

で
し
た
が
、
今
年
度
は
対
面
形
式
で
の
開
催
で

あ
っ
た
た
め
、
ス
ー
ツ
を
着
用
し
参
加
し
た
準
会

員
達
の
ス
タ
イ
ル
を
実
際
に
見
な
が
ら
参
加
型
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
丸
山
代
表
幹

事
は
昨
年
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て
お
り
、
当
日

は
中
村
様
の
テ
ー
ラ
ー
で
仕
立
て
た
ス
ー
ツ
を
着

用
し
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
投
影
し
て
い
る
ス

ラ
イ
ド
だ
け
で
な
く
、
お
手
本
と
な
る
ス
ー
ツ
の

実
物
を
見
な
が
ら
ご
紹
介
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ス

マ
ー
ト
な
着
こ
な
し
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
後
、
そ
の
場
で
ス
ー
ツ
の
オ
ー

ダ
ー
予
約
を
す
る
意
欲
的
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　

公
認
会
計
士
試
験
に
合
格
し
て
間
も
な
い
準

会
員
に
と
っ
て
、
当
セ
ミ
ナ
ー
は
今
後
の
社
会
人

人
生
に
お
い
て
と
て
も
有
意
義
な
も
の
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
一
般
化
し
て

き
て
い
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
ス
ー
ツ
の
着
こ
な

し
や
見
た
目
に
無
頓
着
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
そ
ん
な
中
で
、
見
た
目
の
重
要
性
に
つ
い
て

再
確
認
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
東
京
分
会
で
は
、
今
後
も
準
会
員

の
役
に
立
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

東
海
分
会

●　
　
　
●　
　
　
●

　
2
0
2
3
年
度
、
東
海
分
会
は
監
査
法
人
所

属
の
J
2
、
J
3
を
中
心
と
し
た
15
名
で
活
動

し
、
近
畿
分
会
と
共
同
で
E
x
c
e
l
セ
ミ
ナ
ー

（
１
月
６
日（
土
）開
催
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　
E
x
c
e
l
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新
J
1
を
対
象

と
し
て
毎
年
近
畿
分
会
が
主
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
で
あ
り
、
当
イ
ベ
ン
ト
に
東
海
分
会
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
形
と
な
り
ま
し
た
。
名
古
屋
に
会

場
を
借
り
て
近
畿
分
会
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
げ

る
こ
と
で
、
東
海
分
会
の
新
J
1
の
皆
様
も
名

古
屋
で
対
面
に
て
E
x
c
e
l
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
で
は
東
海
分
会
メ
ン

バ
ー
も
お
り
、
対
面
で
参
加
者
の
皆
の
サ
ポ
ー
ト

も
実
施
し
ま
し
た
。
J
1
の
参
加
者
は
６
名
１

チ
ー
ム
と
な
り
、
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
つ
つ
、
不

明
点
は
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
で
議
論
し
た
り
、
東

海
分
会
メ
ン
バ
ー
に
質
問
し
た
り
す
る
な
ど
皆
様

に
は
積
極
的
に
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
場
の
東
海
分
会
メ
ン
バ
ー
の
人
数
も
少
な

く
、
皆
様
を
十
分
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
な
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
参
加
者
の
皆
様
に
は
多
数
の

質
問
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
真
剣
に
話
を
聞
い

て
い
た
だ
い
た
り
と
内
容
は
と
て
も
充
実
し
た
も

の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終

了
後
に
は
東
海
分
会
メ
ン
バ
ー
と
1
時
間
程
度

交
流
す
る
時
間
を
設
け
ま
し
た
。
E
x
c
e
l
に

関
す
る
質
問
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
所
属
す
る

法
人
で
の
実
務
の
経
験
や
補
習
所
の
経
験
、
準

会
員
会
の
活
動
な
ど
、
新
J
1
の
皆
様
が
疑
問

·
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
東
海
分
会
と
し
て
も
、
当
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
通
じ
て
東
海
分
会
で
は
経
験
が
少

な
い
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
4
年
度
は
、
東
海
分
会
の
活
動
メ
ン

バ
ー
は
こ
れ
ま
で
の
J
3
中
心
か
ら
J
1
中
心

の
体
制
と
な
り
、
よ
り
若
手
の
意
見
を
反
映
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
前
年
度
で
つ

け
た
勢
い
や
各
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
バ
ネ
に
、

引
き
続
き
活
発
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
東
海
分
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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近
畿
分
会

●　
　
　
●　
　
　
●

2023

10/28

Y
o
u
t
u
b
e
r

く
ろ
い
さ
ん
に
聞
く

公
認
会
計
士
の
た
め
の
S
N
S
活
用
術

バ
ズ
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

炎
上
か
ら
学
ぶ
公
認
会
計
士
の
新
常
識

　
2
0
2
3
年
10
月
28
日（
土
）に
公
認
会
計

士
Y
o
u
t
u
b
e
r「
く
ろ
い
ち
ゃ
ん
ね
る
」と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
白
井
敬
祐
氏
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
て
、
公
認
会
計
士
の
た
め
の

S
N
S
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
近
畿
会
中
堅
・
若
手

会
計
士
委
員
会
お
よ
び
近
畿
会
広
報
部
と
共
同

開
催
と
い
う
形
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
で
は
炎
上
が
個
人
・
企
業
に
与
え
る
影
響

や
実
際
に
起
き
た
炎
上
事
例
を
交
え
な
が
ら
、

S
N
S
を
使
っ
た
広
告
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
会
的
信
頼
が
重
要
で
あ

る
公
認
会
計
士
は
S
N
S
で
の
情
報
発
信
は
よ

り
慎
重
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
一
方
で
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
チ
ャ
ン
ス
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き

る
可
能
性
を
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
は
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て

感
じ
て
い
た

だ
け
た
か
と

思
い
ま
す
。

2024

1/6

監
査
E
x
c
e
l

研
修

　
2
0
2
4
年
１
月
６
日（
土
）、
毎
年
の
恒
例

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
監
査
E
x
c
e
l
研
修

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。基
本
的
な
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ

ト
キ
ー
や
関
数
を
学
び
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
活
用

し
た
監
査
調
書
の
作
成
を
新
Ｊ
1
の
皆
さ
ん
に

体
験
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
加
え
て
、
東
京
・
近
畿
・
東
海
・
北
部
九
州

の
4
分
会
で
会
場
を
設
け
、
対
面
で
も
多
く
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
を
含
め
総
勢
4
0
0
名
以
上
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
も

多
く
の
方
よ
り
、
満
足
と
い
っ
た
よ
う
な
評
価
い

た
だ
け
た
の
で
、
新
J
1
の
皆
さ
ん
に
は
順
調

な
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
も
き
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

2024

2/3

モ
ノ
づ
く
り
か
ら
、

確
か
に
学
ぶ
ワ
イ
ナ
リ
ー
ツ
ア
ー 

i
n 

K
O
B
E

　
2
0
2
4
年
２
月
３
日（
土
）、
以
前
近
畿
分

会
が
白
鶴
酒
造
に
て
実
施
し
た「
モ
ノ
の
内
側
を

探
る（
オ
ン
ラ
イ
ン
工
場
見
学
）」の
第
2
弾
と
し

て
神
戸
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
て
ワ
イ
ナ
リ
ー
見
学
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
普
段
で
は
立
ち
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
ワ
イ
ン
づ
く
り
の
現
場
の
見
学
、
そ
し

て
製
造
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
も
の

づ
く
り
へ
の
理
解
、
ま
た
公
認
会
計
士
と
し
て
必

要
な
素
養
や
知
識
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中
国
分
会

●　
　
　
●　
　
　
●

　
2
0
2
3
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が
落
ち
着
い
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
期

間
中
は
開
催
を
控
え
て
い
た「
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」は
、
2
0
2
3
年
10
月

28
日（
土
）に
広
島
弁
護
士
会
と
合
同
で
中
国
分

会
で
の
交
流
の
機
会
を
設
け
る
た
め
に
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
楽
し
む
中
で
、
士
業
仲
間
と
の

繋
が
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
予
定
と
し
ま
し
て
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
10
月
19
日（
土
）に
弁
護
士
会
と

の「
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」の
開
催
に
向
け
て
企
画
し

て
お
り
ま
す
。

　

普
段
運
動
習
慣
の
な
い
方
や
他
の
士
業
仲
間

と
交
流
す
る
機
会
が
な
い
方
に
と
っ
て
、
士
業
仲

間
と
和
や
か
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
は
と
て
も

貴
重
で
あ
り
、
開
催
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
る

方
が
沢
山
お
ら
れ
ま
す
。
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
後
の

恒
例
と
な
っ
て
い
た
懇
親
会
も
開
催
予
定
で
、
異

業
種
の
方
と
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
知
見
を
深

め
、
人
脈
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
2
0
2
5
年
２
月
に
は
、
今
年
度
新

た
に
中
国
分
会
に
入
ら
れ
た
J
1
の
方
々
の
歓

迎
の
場
と
し
て「
新
入
所
生
歓
迎
会
」の
開
催
を

企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
参
加
者
は
J
1
か
ら
J
3
の
方
々
が
中
心
と
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な
り
、
監
査
法
人
と
実
務
補
習
所
に
入
所
さ
れ

て
間
も
な
い
J
１
の
皆
様
の
疑
問
・
不
安
な
ど

に
先
輩
方
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
場
を
提
供
し
よ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

監
査
法
人
の
研
修
期
間
が
終
わ
り
初
往
査
を

体
験
し
た
話
、
補
習
所
の
講
義
や
考
査
の
向
き

合
い
方
な
ど
、
J
1
か
ら
J
3
と
い
う
監
査
法

人
に
入
っ
て
日
が
浅
い
準
会
員
な
ら
で
は
の
話
で

準
会
員
会
同
士
の
親
睦
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
お
忙
し
い
中
で
あ
り
な

が
ら
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
を
希
望
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
国
分
会

●　
　
　
●　
　
　
●

　
四
国
分
会
の
活
動
で
は
、
2
0
2
4
年
３
月

に
新
た
に
四
国
分
会
へ
入
会
し
て
い
た
だ
い
た
メ

ン
バ
ー
の
新
人
歓
迎
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

四
国
分
会
は
少
人
数
の
分
会
で
あ
る
た
め
、
分

会
員
同
士
の
距
離
が
近
く
、
年
次
·
法
人
の
垣

根
を
超
え
た
交
流
が
で
き
、
有
意
義
な
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
交
流
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
分
会
員

同
士
で
切
磋
琢
磨
し
て
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
存

じ
ま
す
。

　
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
お
引
き
立
て
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。	

北
部
九
州
分
会

●　
　
　
●　
　
　
●

2024

1/20

課
題
研
究
論
文

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
2
0
2
4
年
１
月
20
日
、
北
部
九
州
分
会
の

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
課
題
研
究
論
文
ブ
ラ
ッ

シ
ュア
ッ
プ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
論
文
式
試
験
合
格
者
の
若
年
化
に
伴

い
卒
業
論
文
等
の
論
文
執
筆
経
験
が
な
い
実
務

補
習
生
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
１
年
目
の

実
務
補
習
生
の
方
々
は
初
め
て
の
課
題
研
究
論

文
執
筆
に
大
き
な
不
安
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
こ
の
よ
う
な
現
状

を
改
善
す
べ
く
企
画
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
西
南
学
院
大
学
准
教
授
兼
公
認
会

計
士
の
原
口
先
生
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、
論
文

執
筆
時
の
留
意
点
の
共
有
や
事
例
を
用
い
た
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
論
文
執
筆
に

関
す
る
知
見
を
深
め
ま
し
た
。
40
名
の
実
務
補

習
生
の
皆
様
か
ら
は
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
平
均
4.8

点（
5
点
満
点
）と
高
評
価
を
い
た
だ
き
、
新
規

な
が
ら
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
現
で
き
た
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
本

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
に
あ
た
っ
て
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
原
口
先
生
、
そ
し
て
北
部
九
州
会
の

皆
様
、
補
習
所
運
営
委
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
2
0
2
3
年
度
は
九
州
で
の
準
会
員

会
の
認
知
度
が
低
い
状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
年
度
初
め
の
想
定
よ
り
も

イ
ベ
ン
ト
を
展
開
で
き
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た

が
、
2
0
2
4
年
度
は
大
学
と
の
コ
ラ
ボ
を
中

心
と
し
て
よ
り
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
所
存
で
す
。
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
じ

て
若
手
の
力
で
九
州
を
盛
り
上
げ
、
ひ
い
て
は
全

国
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

グループディスカッションの様子集合写真
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Ｐ
な
ど
の
会
計
に
関
連
す
る
企
業
が
数
多
く
出

展
し
て
お
り
、
各
企
業
の
ブ
ー
ス
を
回
る
だ
け
で

も
大
き
な
刺
激
に
な
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
終
盤
で

は
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
催
さ
れ
、
Ｉ
Ｓ
Ｃ

Ａ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
声
を
か
け
て
も
ら
う
な
ど
、

様
々
な
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
た
の

も
と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
。

　

大
盛
況
のC

onference

か
ら
一
夜
、
二
日

目
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
活
躍
す
る
日
本
人
公
認

会
計
士
3
組
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。 

一
人
目
は
Ｂ
Ｉ
Ｇ
４
で
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
経
験
を

経
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
独
立
さ
れ
た
壺
谷
啓
一

郎
さ
ん
で
あ
る
。
壺
谷
さ
ん
は
も
と
も
と
海
外

で
働
く
こ
と
に
つ
い
て
強
い
興
味
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
が
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
海
外
の
会

社
を
買
収
し
て
子
会
社
化
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
海
外
で
働
く
道
を
選
ば
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
で
い
く
中
で
自
問
自

答
を
繰
り
返
し
た
の
ち
に
、「
生
き
て
い
る
時
間

を
充
実
さ
せ
た
い
」と
の
信
念
に
突
き
当
た
り
、

現
在
に
至
る
ま
で
様
々
な
活
動
に
邁
進
さ
れ
て

い
る
。
壺
谷
さ
ん
は
若
手
公
認
会
計
士
に
対
し
て

「
監
査
を
し
っ
か
り
や
っ
て
欲
し
い
」と
語
っ
て
く

だ
さ
っ
た
。
監
査
は
リ
ス
ク
評
価
し
た
の
ち
に
、

リ
ス
ク
の
高
い
分
野
に
対
し
て
目
的
・
手
続
・
結

論
を
形
成
し
て
い
く
が
、
こ
れ
ら
を
遂
行
す
る
ス

キ
ル
は
普
遍
的
に
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
で
あ
る

か
ら
だ
と
壺
谷
さ
ん
は
言
う
。
様
々
な
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
が
あ
る
か
ら
こ
そ
悩
み
を
抱
え
る
若
手
公
認

会
計
士
も
多
い
が
、
今
自
分
が
し
て
い
る
監
査
と

い
う
仕
事
が
少
し
誇
ら
し
く
な
る
よ
う
な
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。

　

次
に
お
会
い
し
た
の
は
、
株
式
会
社
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
・
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
伊
藤

さ
ん
・
中
島
さ
ん
・
山
本
さ
ん
・
福
島
さ
ん
で

あ
る
。
様
々
な
お
話
を
お
伺
い
す
る
中
で
最
も

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
公
認
会
計
士
は
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
業
務
の
全
て
に
精
通
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
お
話
だ
っ
た
。
公
認
会
計
士
は
フ
ロ
ン
ト
業

務
を
支
え
る
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
大
き
な

　

11
月
28
日
か
ら
12
月
2
日
の
期
間
で
、
準

会
員
会
幹
事
4
人
が
海
外
視
察
の
た
め
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
渡
航
し
た
。
本
記
事
で
は
、
現
地
で
撮

影
さ
れ
た
多
く
の
写
真
と
と
も
に
海
外
視
察
の

様
子
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
本
海
外
視
察
は
搭
乗
予
定
の
飛
行
機
の
出
発

時
刻
が
約
12
時
間
遅
れ
る
と
い
う
大
波
乱
と
と

も
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
チ
ャ
ン
ギ
国
際
空
港
に
到

着
し
た
の
は
真
夜
中
の
3
時
過
ぎ
、
じ
っ
と
り
汗

ば
む
ホ
テ
ル
ま
で
道
の
り
も
静
ま
り
返
り
、
東
南

ア
ジ
ア
の
騒
が
し
い
イ
メ
ー
ジ
と
は
打
っ
て
変
わ
っ

て
不
気
味
な
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

次
の
日
、
寝
不
足
の
中
で
向
か
っ
た
の
は 

Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ（Institute of Singap

ore 
C

hartered Accountants/

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
勅
許
会
計
士
協
会
）主
催
のC

onference

で
あ
る
。
こ
のC

onference

は
か
の
有
名
な

マ
リ
ー
ナ
ベ
イ
サ
ン
ズ
に
て
開
催
さ
れ
、
お
よ
そ

１
，
０
０
０
人
が
参
加
す
る
大
規
模
か
つ
煌
び
や

か
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　

C
onference

は
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
ト
ッ
プ
と
財

務
大
臣
に
よ
る
挨
拶
か
ら
幕
を
開
け
、
4
つ
の
基

調
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
経
て
、
ラ

ン
チ
後
は
各
種
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
よ
う
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
非
常
に
印
象
的
だ
っ
た
の

は
冒
頭
の
4
つ
の
基
調
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
う
ち
、
3
つ
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
ティ
関
連

で
1
つ
が
生
成
Ａ
Ｉ
関
連
と
、
非
常
に
偏
っ
た
構

成
と
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
昨
今
、
日
本
で
も
こ

の
二
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
が
よ
く
取
り
沙
汰
さ
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
熱
量
の

高
さ
は
圧
倒
的
で
あ
り
、
も
っ
と
キ
ャッ
チ
ア
ッ
プ

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
な
と
強
く
感

じ
た
。
ま
た
、C

onference

に
は
Ｂ
Ｉ
Ｇ
４

を
は
じ
め
と
す
る
監
査
法
人
だ
け
で
は
な
く
Ｓ
Ａ

2
0
2
3
年
度
海
外
視
察 

i
n 

S
i
n
g
a
p
o
r
e
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可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、
活
躍
の
場
を
広
げ
る

た
め
に
も
テ
ク
ニ
カ
ル
面
の
シ
ャ
ー
プ
さ
を
持
ち

つ
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
出
来
た
。
伊

藤
さ
ん
は
海
外
で
成
功
す
る
の
は
2
回
目
以
降

で
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
若
手
公
認
会

計
士
に
対
し
て「
早
く
海
外
に
飛
び
出
し
て
ほ
し

い
」と
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
伊
藤
さ
ん
は

海
外
の
価
値
観
に
ア
ジ
ャ
ス
ト
し
つ
つ
も
い
か
に

J
a
p
a
n
ク
オ
リ
テ
ィ
を
維
持
で
き
る
か
が
大

切
と
も
語
っ
て
く
だ
さ
り
、
日
本
人
と
し
て
の
誇

り
を
持
ち
な
が
ら
海
外
で
活
躍
し
た
い
な
と
素
直

に
感
じ
た
。

 　
最
後
に
お
会
い
し
た
の
は
、
デ
ロ
イ
ト
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
野
田
さ
ん
・
古
谷
さ
ん
・
家
田
さ
ん

で
あ
る
。
お
三
方
は
J
S
G
と
い
う
日
系
企
業

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
グ
ル
ー
プ
に
所
属
さ
れ

て
い
る
。
野
田
さ
ん
・
家
田
さ
ん
は
駐
在
中
で
あ

る
が
古
谷
さ
ん
は
ロ
ー
カ
ル
採
用
で
デ
ロ
イ
ト
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
所
属
さ
れ
て
い
る
。
野
田
さ
ん
に

よ
れ
ば
、
最
近
で
は
海
外
派
遣
を
志
願
す
る
若

手
が
減
少
傾
向
だ
そ
う
で
、
日
本
人
の
持
つ
価

値
観
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
様
々
な
価
値
観
を

持
つ
人
た
ち
と
仕
事
を
す
る
こ
と
で
そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

古
谷
さ
ん
と
家
田
さ
ん
は
全
く
異
な
る
キ
ャ
リ
ア

を
歩
ま
れ
て
き
て
い
る
が
、
口
を
そ
ろ
え
て「
ま

ず
は
や
っ
て
み
る
と
い
う
精
神
を
忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
」と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
お
三
方
と
も
海

外
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
を
前
向
き
に
話
し
て

く
だ
さ
る
の
が
非
常
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。

 　
こ
の
日
の
夜
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
と
デ
ィ
ナ
ー
を
ご
一
緒
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
た
。
昼
間
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
雰
囲
気
と
は

打
っ
て
変
わ
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
長
時
間
に
わ
た
り
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　
三
日
目
は
I
S
C
A
を
訪
問
し
た
。
I
S
C
A

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
ど
真
ん
中
に

位
置
し
て
お
り
、
6
階
建
て
で
あ
る
。
ビ
ル
内
に

は
会
員
が
自
由
に
使
え
る
ラ
ウ
ン
ジ
や
F
コ
ー

ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
、
ミ
ー
ティ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
と
て
も
綺
麗
で
使
い
や
す
い
印

象
を
受
け
た
。
I
S
C
A
の
職
員
の
方
に
オ
フィ

ス
ツ
ア
ー
を
し
て
い
た
だ
き
、
普
段
は
入
れ
な
い

場
所
ま
で
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

 　
そ
の
後
、
I
S
C
A
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
機
会
を
頂
い
た
。
今
回
の
主

な
議
題
は
、
ど
う
す
れ
ば
日
本
の
公
認
会
計
士

の
女
性
比
率
を
高
め
ら
れ
る
か
と
い
う
点
で
あ
っ

た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
会
計
士
の
女
性
比
率
が

60
%
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
ど
の
よ
う
な
背

景
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
大
い
に
議
論
が
な
さ
れ

た
。
非
常
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
会
計
士
も
日
本
と
同
様
の
悩
み
に
直
面
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
男
女（
父
親
母
親
）を
問

わ
ず
、
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
上
で
の
悩
み
は
共

通
し
て
い
た
。一
方
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
／
メ
イ
ド
の
普
及
・
親
の
父
母（
子

に
と
っ
て
の
祖
父
母
）と
の
同
居
・
保
育
園
に
相

当
す
る
機
関
の
充
実
な
ど
日
本
と
は
明
ら
か
に

違
う
環
境
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
あ
た
り
が

日
本
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き

た
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
物
価
の
高
さ
や

国
の
成
り
立
ち
な
ど
の
様
々
な
要
因
か
ら
共
働

き
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
点
も
事
実
で
あ
る
。
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ま
た
、
I
S
C
A
で
は
会
計
士
と
い
う
職
業
の

普
及
の
た
め
に
、
中
高
生
を
I
S
C
A
オ
フ
ィ

ス
に
招
い
て
会
計
士
の
仕
事
を
紹
介
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
も
な
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
件
は
一
朝
一
夕
に
解
決
す
る
課
題
で
は
な
い

が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
様
々
な
環
境
も
考
慮
に
入

れ
な
が
ら
も
、
日
本
で
ど
の
よ
う
な
施
策
と
し
て

反
映
で
き
る
か
を
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

今
回
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
海
外
視
察
で
は

本
当
に
大
き
な
刺
激
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

C
onference

も
日
本
人
公
認
会
計
士
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
全

て
が
刺
激
的
で
、
一
瞬
で
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
よ
う
に
感
じ
た
。
ま
た
、C

onference

や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
限
ら
ず
視
察
の
全
て
の
場
面

で
英
語
力
の
無
さ
を
痛
感
し
た
の
も
ま
た
良
い

思
い
出
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
視
察

の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に

感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
回
の
視
察
で

持
ち
帰
っ
た
様
々
な
知
見
を
余
す
こ
と
な
く
準
会

員
・
会
員
の
皆
様
に
還
元
す
る
所
存
で
あ
る
。

海外視察メンバー
橋本和哉、井上新之介、佐川竜也、松田和也
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